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四 1号墳の石棺

1． 1号墳の石棺

（1）石棺の概要（第9・ 10図）

1号墳は1981年に県道213号線の拡幅工事の際に発見され、熊本県教育委員会により発掘調査が

行われた。その調査成果については「阿蘇町大字山田字平原に所在する・ ・ ・安山岩の組合わせ式石

棺で、全長l.87m、幅0.4mを測る。石室内からは二体分の歯と剣1、竪櫛1が発見された。墳頂

はすでに削平されていたが、小円墳とみられる」と記されているのみで、正式な報告はなされていな

い（島津1982 ; p.89)。今年度、熊本県教育委員会から1981年調査時の石棺に関する実測図の写し

の提供を受けることができたので、それをもとに報告する。

石棺石棺の蓋石は2枚である。蓋石の設置場所に関する記録はないが、第9図－1の裏面に見ら

れる加工痕が東側小口石と両長側石に対応することから、第9図－1が東側蓋石と推測できる。東側

蓋石は長さ86cIn、 llW55cm、厚さl0cm、西側蓋石は長さ130cm、 IIg67cm、厚さ7～13cInである。両

蓋石の縁部分には細かい加工が施されている。両蓋石があわさる部分はより丁寧に加工が施され、水

平な面が形成される。石材は棺身と同じ安山岩と推測される。

石棺の主軸方向はN68｡ Eである。石棺は箱式石棺で、石材は安山岩である（島津1982 :p89)。

棺身は小口石と長側石からなり、底石をもたない。また小口石と長側石の組み合わせ方はH字形タイ

プである（清家2001)。小口石はそれぞれ1枚、長側石は北側1枚、南側2枚で構成される。南側長

側石は東側石材の西端面と西側石材の東端面をあわせて構成する平継ぎタイプである（清家2001)。

士圧などのためか長側石の各所には亀裂が走っており、北側長側石は一部剥離している。南側長側石

は側面図と平面図で長さが異なり、平面図で記録されている南側長側石の方が若干短い。平面図の原

図では南側長側石の西端部分に「欠」の文字があったため、

平面図の南側長側石は西端部分が欠落した後に記録された

ものと推測される。このような石材の状況をふまえ、各石

材の大きさを順に示すと、東側小'.石は長さ40clll、 '幅（高

さ) 67cm、厚さ5cIn、西側小口石は長さ41cm、幅67cIn、
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厚さ7cnl、北側長側石は長さ252cIn、 111m56cm、厚さ4cIn

となる。南側長側石を構成する東側石材は長さ137cm、幅

55cm、厚さ4～7cln、西側石材は長さ120cm (欠落部分含

む)、幅60cm、厚さ5cmである。

石棺の大きさを内法で示すと、棺床付近で長さが

187cin、東小口幅が38cmとなる。西小口の|幅は石棺上面

で40cmである。深さは棺身石材上面から棺床までで最大

42cInである。

また石棺の内面全体には赤色顔料が塗布されており、一

部棺身石材上面にも見られる。ただ西小口から東へ70cin

程度の範囲は棺床が残存しておらず、赤色顔料の塗布状

況は判然としない。しかし残存する棺の内面全体では赤

2

0
1

1m1 13(）

第9図 1号墳石棺蓋石実測図

（1 ：東側蓋石2；西側蓋石）
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かれておらず、また周隣となるような掘り込みも確認されない。 1段目基底石直下の盛土（第17層）

には、アカホヤ層上位の黒ボク土、アカホヤ、下位のローム士が混じる。

段築1段目基底石の西側は墳丘斜面となっている。葺石は約31°の傾斜で上りながら基準点E1

より西へ6.3m、標高525.0mの地点まで良好に残存している。ただし、基準点E1より西へ7. 1m、

標高約525.5mの地点から西側で傾斜が緩くなっている。このことから、その地点付近が段築1段目

上端部であると推測できる。したがって、 1段目上端部から残存する葺石までの石材は転落したと考

えられる。

段築2段目基底石は基準点E1より西へ8.51nの位置にあり、その大きさは最大長約40cln、下端

面の標高は525.6mである。 2段目基底石の東側には、 1～11cm角の小礫が敷かれた段築テラス面

が存在する。小礫の多くは1～2cm角であり、それらの下には一回り大きい3～4cm角の小礫がある

ことも確認された。テラス面の標高は525.5～525.6mである。段築1段目上端部の石材が転落した

と思われるためにテラス面の正確な幅は確認できないが、復元される1段目上端部の位置と原位置を

留める小礫の状況からllm1.4m程度であると推測される。なお、その傾斜は約3。である。

段築2段目基底石の西側の墳丘斜面では、 2段目の葺石が約31．の傾斜で相互にかみ合いながら

良好に残存する。しかし、葺石は基準点E1より11m以西では所々欠落しており、さらにE1より

12.3m以西は残存しない。

トレンチ上端部の東側、基準点E1より西へ13.2m、標高528.6mの地点以西では斜面傾斜が約

10･と大'll扇に小さくなっている。したがって傾斜が変化するその地点より西を墳頂平坦面と判断した。

なお、 トレンチ上端部では十数個の小礫が検出されており、段築テラス面同様に墳頂平坦面にも小礫

が敷かれていたと推測される。さらに、今回の調査では墳頂平坦面における盛土の様相を確認するた

め基準点E1より 13m以西のトレンチ北壁沿いの断ち割り調査を行った。この調査によって、墳頂

平坦面以下3層分の盛土が確認された。このうち、第16層はシルト質の士で褐色ローム土を含んで

おり、後述する墳頂トレンチで検出された盛土（東区第7層）に類似する。

遺物は壺形埴輪片と土師器片が出土したが、いずれも原位置を留めるものはなかった。

葺石構築技法（第19～22図） 今回の調査において葺石の積み方に特徴をみいだしたので、以下

に報告する。

段築1段目では基底石の上に側面を垂直に揃えて大きな石材を1石積み重ね、それ以上の石材を斜

面に沿って高さ0.5m程度葺いていく。その段階で今度は大きな石材を水平になるように配置してわ

ずかな平坦面を形成し、さらに上へは再び斜面に沿って石材を葺いていく。段築1段目において、こ

の工程で形成されるわずかな平坦面は3箇所あると見られる。それぞれの地点は第1に基底石付近、

第2に基準点E1より西へ5m地点､第3に段築1段目最上部（それぞれ、第22図中においてA･B･

Cと表記する）である。その間隔は水平距離にしてAB間で1m、BC間で1.3mである。B地点よ

り下部の斜面部では大きな石材、B地点より上部の斜面部では主に小さな石材で構成される。C地点

より西側の石材構成については石材がほぼ残存していないため不明である。

段築2段目では、基底石とそれほど高さを変えずに石材を1石並べて平坦面（第22図D地点）を

形成する。その後、石材によるわずかな平坦面（第22図E･F．G地点）を斜面の途中に設けながら、

斜面に沿って斜めに石材を葺いていく。それぞれの地点間を1つの作業単位とすれば、その間隔は水

平距離にしてDE間で1.2m、EF間で1.11n，FG間で1.2mである。段築2段目では基本的に小

さな石材が多く使用され、所々大きな石材を組み合わせて用いている。また、E・F地点前後では斜
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